
学

歴

昭
和
十
四
年
三
月

青
波
尋
常
高
等
小
学
校
卒

昭
和
十
四
年
四
月

県
立
彦
根
商
業
学
校
入
学

昭
和
十
八
年
十
二
月

同

校

卒
業

職

歴

昭
和
十
九
年
一
月

満
州
国
鞍
山
市

株
式
会

社

昭
和
製
鋼
所
入
社

昭
和
十
九
年
一
月

茨
城
県
友
部
訓
練
所
入
所

昭
和
十
九
年
三
月

二
カ
月
の
訓
練
終
了
渡
満

昭
和
十
九
年
四
月

本
社
経
理
課
財
産
班
勤
務

昭
和
十
九
年

昭
和
製
鋼
所
、
他
二
社
と
合
併

満
州
製
鉄
株
式
会
社

理
事
長

岸
本
綾
夫

陸
軍
大
将
就
任

父

庄
大

関
西
電
力
の
前
身
宇
治
川
電
気
田
町
変
電
所

勤
務

兼
業
農
家

母

み
な

農
業

兄

弟

四
人
（
現
在
）（

滋
賀
県

林

憲
一
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記

島
根
県

谷

口

澄

晴

入
隊
ま
で
の
職
歴

嘉
久
志
小
学
校
卒
業

兵
庫
県
出
石
国
民
学
校
本
科
四
年
卒
業

同

右

研
究
科
二
年
卒
業

父
は
出
石
町
に
て
瓦
製
造
業
に
従
事
し
て
お
り
、
跡
を

継
ぐ
た
め
に
出
石
町
に
行
く

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
十
二
月
一
日
徴
兵
検
査
、

十
二
月
生
ま
れ
は
翌
年
ま
わ
し
、
司
令
官
よ
り
甲
種
合
格

と
言
わ
れ
喜
ん
で
森
脇
村
長
に
報
告
す
る
と
、
村
長
は
立

っ
て
司
令
官
の
所
に
行
か
れ
、
私
は
控
室
に
入
り
、
直
ち

に
呼
び
出
さ
れ
検
査
。
軍
曹
の
所
よ
り
軍
医
の
所
に
行
き
、

大
丈
夫
と
言
わ
れ
、
司
令
官
の
前
に
行
き
、
第
二
補
充
兵

に
編
入
と
申
さ
れ
残
念
で
し
た
。

私
が
小
学
校
五
年
生
の
と
き
、
体
操
の
鉄
棒
で
左
手
を

折
り
、
村
長
の
息
子
さ
ん
、
小
学
校
の
教
頭
先
生
が
私
を
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抱
い
て
医
者
に
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
っ
た
の
で
良
く
知
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

男
二
十
九
人
中
、
甲
種
合
格
は
田
中
三
男
君
一
人
で
し

た
。
そ
の
当
時
、
軍
隊
に
皆
憧
れ
て
お
り
、
行
か
な
い
者

は
変
に
思
わ
れ
た
時
代
で
し
た
。
そ
の
後
父
に
職
を
教
え

て
頂
き
、
兵
庫
県
夜
久
野
村
中
島
瓦
工
場
頭
職
と
し
て
務

め
て
、
一
工
場
を
任
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
七
月
中
旬
召
集
令
状
受
け
取
る
。

入

隊

昭
和
十
五
年
八
月
一
日
歩
兵
二
十
一
連
隊
第
二
大
隊
に

入
り
、
順
番
待
つ
も
外
の
者
は
連
れ
て
行
か
れ
る
の
に
、

私
達
若
い
者
三
人
が
残
り
一
カ
所
に
集
ま
り
、
ど
う
し
よ

う
か
と
話
し
て
い
た
と
き
、
週
番
司
令
が
来
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
私
達
三
人
何
し
た
ら
良
い
で
す
か
と
問
う
と
、
若

い
の
残
っ
て
お
っ
た
か
と
話
さ
れ
、
下
士
官
の
方
を
呼
ん

で
そ
れ
と
そ
れ
を
連
れ
て
帰
れ
と
言
わ
れ
、
三
人
別
れ
ま

し
た
。
私
は
第
八
中
隊
中
尾
隊
第
一
班
豊
田
千
代
美
軍
曹

の
部
下
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
期
検
閲
終
了
後

昭
和
十
五
年
十
二
月
三
日
宇
品
出
港
、
支
那
に
渡
る

昭
和
十
八
年
七
月
召
集
解
除

昭
和
十
八
年
十
二
月
就
職
の
た
め
満
州
に
渡
る

鞍
山
市
在
住
の
従
兄
弟
の
本
川
俊
雄
君
に
就
職
を
依
頼

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
鞍
山
市
の
金
井
様
と
言
う
方
が
立
山

に
煉
瓦
工
場
を
持
っ
て
お
り
、
支
那
人
を
二
百
人
く
ら
い

使
用
し
て
い
る
か
ら
来
て
く
れ
と
の
こ
と
。
鞍
山
駅
に
着

く
と
本
川
君
が
来
て
く
れ
て
い
た
。
本
川
君
は
、
江
津
市

波
津
町
出
身
で
鞍
山
市
に
て
建
築
、
土
木
を
し
て
い
る
安

部
倉
様
に
挨
拶
し
た
が
良
い
と
言
わ
れ
、
立
ち
寄
り
挨
拶

し
た
。
安
部
倉
様
は
、
本
川
君
の
親
戚
で
「
一
度
戦
争
に

行
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
二
度
と
召
集
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら

柱
に
な
っ
て
や
っ
て
く
れ
」
と
申
さ
れ
た
。
金
井
様
は
安

部
倉
様
に
話
を
し
て
下
さ
れ
、
私
も
お
世
話
に
な
り
ま
す

と
申
し
、
非
常
に
喜
ん
で
頂
き
、
本
川
君
の
下
に
て
初
音

街
に
四
戸
住
ま
い
十
五
棟
建
て
の
材
料
係
と
し
て
、
支
那

人
の
馬
車
頭
を
使
っ
て
運
搬
す
る
た
め
多
少
支
那
語
が
分

か
る
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
度
は
日
吉
街
に
四
戸
住
ま
い
二
階
建
二
十

棟
を
建
て
る
こ
と
と
な
り
、
地
な
ら
し
建
築
で
私
が
現
場
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責
任
者
で
日
本
人
は
大
工
さ
ん
一
人
、
本
川
さ
ん
と
三
人

で
一
日
支
那
人
百
五
十
人
ぐ
ら
い
使
用
す
る
の
で
大
工
、

左
官
、
ク
リ
ー
た
ち
か
ら
眼
が
離
せ
ま
せ
ん
。

私
も
鞍
山
市
在
郷
軍
人
と
し
て
出
ま
す
が
人
員
は
少
な

か
っ
た
。

二
十
年
五
月
ご
ろ
よ
り
鞍
山
製
鉄
所
を
目
標
に
Ｂ
２９
が

三
機
か
ら
多
い
と
き
は
五
機
飛
来
し
ま
す
。
第
一
回
は
我

が
戦
闘
機
二
機
が
応
戦
し
ま
し
た
が
一
機
は
私
達
の
見
て

い
る
前
で
、
残
念
な
が
ら
煙
を
吹
い
て
落
ち
て
い
き
ま
し

た
、
残
念
で
し
た
。
次
か
ら
は
一
機
に
て
出
撃
応
戦
し
て

い
る
の
を
、
二
回
ぐ
ら
い
見
ま
し
た
が
、
其
の
後
出
撃
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｂ
２９
は
西
か
ら
製
鉄
所
を
目
標
に
爆
弾
投
下
し
て
来
ま

す
が
、
製
鉄
所
に
は
風
に
流
れ
て
当
り
ま
せ
ん
。
東
は
原

野
、
社
宅
、
私
の
現
場
付
近
に
落
下
し
て
き
ま
す
。
サ
イ

レ
ン
と
共
に
女
、
子
供
は
防
空
壕
に
避
難
し
ま
す
。
男
は

皆
務
め
に
て
、
残
り
の
方
、
二
、
三
人
と
私
で
お
世
話
致

し
ま
す
。
そ
の
後
、
調
査
に
回
り
ま
す
。
穴
の
直
径
縦
八

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
六
〜
七
メ
ー
ト
ル
、
大
き
い
穴
が
開
き

ま
す
。

一
度
私
の
現
場
と
社
屋
の
間
に
一
発
落
ち
、
外
を
見
て

回
っ
て
帰
り
、
穴
が
開
い
て
お
り
、
び
っ
く
り
し
て
良
く

見
る
と
穴
の
そ
ば
に
畳
の
端
が
ち
ょ
っ
と
見
え
ま
す
か
ら
。

皆
さ
ん
に
防
空
壕
は
穴
を
掘
っ
て
畳
を
上
に
置
い
て
も
助

か
る
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ス
コ
ッ
プ
を
事

務
所
よ
り
取
り
、
山
の
よ
う
に
あ
る
土
を
少
し
取
り
除
き
、

足
を
ド
ン
ド
ン
と
踏
み
ま
し
た
が
返
事
な
し
。
お
か
し
い

と
思
い
、
ま
た
土
を
少
し
取
り
除
き
、
ド
ン
ド
ン
と
踏
み

ま
す
と
始
め
て
下
か
ら
突
き
上
げ
て
る
様
な
感
じ
が
し
ま

し
た
。
ご
夫
婦
二
人
お
ら
れ
、
爆
弾
が
落
ち
た
と
き
は
上

に
突
き
上
げ
ら
れ
て
ド
ス
ン
と
落
ち
た
と
話
さ
れ
、
怪
我

一
つ
な
く
、
手
を
握
り
合
っ
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。
忘
れ

ら
れ
な
い
事
で
す
。
穴
の
端
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
の
所
で
し

た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
闘
病
生
活

二
十
年
八
月
二
日
臨
時
召
集
に
よ
り
第
一
七
三
師
団
挺

進
大
隊
に
応
召
、
奉
天
（
瀋
陽
）
駅
集
合

八
月
三
日
鮮
満
国
境
通
過
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八
月
四
日
咸
鏡
北
道
羅
南
着

羅
難
フ
ヨ
ク
第
七
二
三

四
部
隊
入
隊
、
中
隊
長
よ
り
呼
び
出
さ
れ
、
実
戦
を
経
験

し
た
の
は
君
一
人
だ
か
ら
よ
ろ
し
く
頼
む
と
話
さ
れ
る
。

八
月
十
一
日
羅
南
出
発
、
南
下
定
平
着
、
定
平
よ
り
三

里
奥
地
の
山
間
部
に
入
る
。

八
月
十
二
日
羅
南
、
ソ
連
空
軍
に
爆
撃
さ
れ
る
。

八
月
十
四
日
定
平
の
町
に
出
て
も
良
い
と
中
隊
長
命
令

が
出
る
。
実
は
み
ん
な
食
糧
な
く
、
食
べ
ず
に
い
た
。
私

は
、
明
日
十
五
日
定
平
の
町
に
出
る
旨
、
中
隊
長
か
ら
許

可
を
取
る
。
定
平
の
町
に
出
る
の
は
大
隊
で
私
の
分
隊
一

個
分
隊
だ
け
の
様
子
。
朝
、
点
呼
取
り
、
九
時
ご
ろ
出
発
。

定
平
の
町
に
着
く
。
白
米
、
塩
さ
ば
を
買
い
、
小
生
一
人

満
州
出
身
者
。
皆
さ
ん
は
内
地
の
東
北
出
身
者
で
私
よ
り

も
年
配
の
方
々
、
私
は
幸
い
に
金
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た

か
ら
、
皆
さ
ん
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
し
て
上
げ
た
く
朝
鮮
人

宅
に
お
願
い
し
て
、
大
き
な
鍋
に
て
ご
飯
を
炊
い
て
頂
い

て
お
り
ま
し
た
ら
、
一
人
の
兵
隊
が
、「
分
隊
長
、
ち
ょ

っ
と
来
て
く
れ
」
と
言
う
。
付
い
て
行
く
と
朝
鮮
人
宅
に

入
り
、
朝
鮮
人
の
方
が
、
私
は
日
本
で
新
聞
記
者
を
し
て

い
た
が
、
今
、
日
本
は
降
伏
し
た
か
ら
部
隊
に
早
く
帰
り

な
さ
い
と
い
わ
れ
、
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
ご
飯
を
炊
い

て
い
る
家
に
帰
り
、
早
く
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
、
熱
い
の

を
急
い
で
食
べ
、
残
り
は
む
す
び
に
。
塩
さ
ば
及
び
米
を

背
負
い
急
行
軍
に
て
帰
途
に
つ
く
。
途
中
先
遣
分
隊
と
会

い
、
隊
長
の
様
子
が
分
か
ら
ぬ
か
ら
早
く
出
て
き
て
く
れ

と
言
う
。
大
隊
長
自
刃
、
中
隊
長
が
心
配
し
て
待
っ
て
お

ら
れ
る
と
の
こ
と
。
私
も
年
配
の
方
一
人
を
連
れ
て
町
を

歩
き
、
話
し
て
教
え
回
る
。
中
隊
長
、
山
の
出
口
で
軍
刀

を
杖
に
つ
い
て
立
っ
て
小
生
分
隊
を
待
っ
て
お
ら
れ
た
。

中
隊
長
が
大
隊
長
自
刃
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
る
か
と

申
さ
れ
、
先
遣
隊
よ
り
聞
い
て
お
り
ま
す
と
申
し
ま
す
と
、

中
隊
長
命
令
に
て
中
隊
は
出
発
す
る
か
ら
場
所
を
頼
む
と

申
さ
れ
、
む
す
び
及
び
サ
バ
は
残
り
の
分
隊
の
方
に
渡
し
、

直
ち
に
定
平
に
出
発
す
る
。
到
着
し
て
見
る
と
皆
ん
な
戸

を
締
め
て
人
一
人
見
え
な
い
。

中
隊
来
り
、
武
装
解
除
と
の
こ
と
。
何
を
す
る
か
考
え

た
末
、
武
器
の
捨
て
場
所
な
く
井
戸
に
入
れ
る
こ
と
に
決

定
。
軍
刀
、
拳
銃
、
三
八
銃
は
紋
章
消
し
て
投
げ
入
れ
ま
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し
た
。
悪
い
と
は
思
い
ま
し
た
が
外
に
方
法
な
し
。
夕
方

汽
車
に
乗
る
。
皆
ん
な
帰
る
ん
だ
と
喜
ん
で
乗
り
、
私
は

満
州
に
妻
、
子
供
が
い
る
し
、
仕
方
な
し
に
行
く
所
ま
で

行
こ
う
と
思
い
つ
つ
、
長
く
乗
っ
て
お
り
ま
し
た
。

八
月
十
九
日
平
安
南
道
平
壌
（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
着
、
飛

行
場
外
地
に
分
隊
ご
と
夜
営
。
こ
こ
で
将
校
、
下
士
官
、

兵
に
別
れ
る
と
、
中
隊
長
よ
り
話
が
あ
り
、
兵
隊
を
よ
ろ

し
く
頼
む
、
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
か
ら
と
申

さ
れ
た
。
其
の
後
、
朝
鮮
、
満
州
か
ら
召
集
さ
れ
た
者
解

除
あ
り
。
小
生
一
人
残
る
。
私
は
鞍
山
富
士
小
学
校
の
先

生
に
帰
れ
ぬ
か
ら
と
伝
言
を
頼
み
ま
し
た
が
、
届
い
て
お

り
ま
し
た
。
周
辺
の
警
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
、
裏

の
小
山
を
越
す
と
、
ロ
ス
ケ
兵
三
十
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
マ

シ
ン
銃
を
持
っ
て
立
っ
て
い
た
の
で
、
駄
目
と
思
い
分
隊

に
帰
る
と
、
私
の
枕
元
に
拳
銃
、
下
駄
が
置
い
て
あ
り
、

誰
か
が
心
配
し
て
く
れ
た
と
思
い
拳
銃
を
上
衣
の
下
に
入

れ
る
。
平
壌
通
り
は
警
備
な
し
。
下
駄
を
は
い
て
平
壌
の

町
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

曹
長
が
糧
秣
を
受
領
し
て
帰
っ
て
来
る
の
と
会
い
、
谷

口
ど
こ
に
行
く
か
と
申
さ
れ
、
ち
ょ
っ
と
と
言
う
と
小
生

の
肩
に
手
を
当
て
て
帰
ろ
う
と
引
っ
張
ら
れ
て
止
む
を
得

ず
帰
り
、
も
う
駄
目
と
思
い
残
る
気
分
に
な
り
、
拳
銃
は

畑
の
中
に
埋
め
ま
し
た
。

夕
方
、
年
配
の
兵
隊
が
小
生
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て

か
、
班
長
行
き
ま
し
ょ
う
と
、
テ
ン
ト
か
ら
出
て
み
る
と

誰
も
お
り
ま
せ
ん
。
近
く
に
被
服
倉
庫
が
あ
り
ま
し
た
。

沢
山
の
兵
隊
が
ア
ン
ペ
ラ
、
毛
布
を
敷
い
て
お
り
、
私
も

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
を
迎
え
に
来
た
の
は
兵
長
で
し

た
。
み
ん
な
に
話
し
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
真

ん
中
の
方
に
行
き
、
み
ん
な
一
緒
に
帰
り
ま
し
ょ
う
と
挨

拶
を
短
く
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
眼
は
い
ま
だ
も
っ
て

忘
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
百
人
お
ら
れ
た
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
一
個
大
隊
ぐ
ら
い
と
思
い
ま
し
た
。

真
ん
中
の
方
に
、
み
な
さ
ん
が
私
の
場
所
を
つ
く
っ
て

置
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
毛
布
を
着
て
雑
魚
寝
で
す
。

朝
八
時
過
ぎ
、
ロ
ス
ケ
少
佐
三
人
と
通
訳
一
人
が
来
て
、

被
服
倉
庫
に
入
り
た
い
か
ら
立
ち
会
っ
て
く
れ
と
言
い
ま

す
。
小
生
知
ら
ぬ
と
言
う
と
通
訳
が
、
立
ち
会
う
だ
け
で
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良
い
、
鍵
は
持
っ
て
来
て
い
る
か
ら
と
。
中
に
入
っ
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
靴
か
ら
毛
布
、
被
服
、
新
し
い
の
が

ぎ
っ
し
り
積
ん
で
あ
り
ま
す
。
ロ
ス
ケ
将
校
が
言
う
、
こ

ん
な
に
沢
山
あ
る
の
に
日
本
は
な
ぜ
負
け
た
か
と
話
さ
れ

る
。
私
は
分
か
ら
ぬ
と
言
う
と
、
将
校
笑
っ
て
お
り
ま
し

た
。三

日
ぐ
ら
い
過
ぎ
て
、
ロ
ス
ケ
兵
一
個
小
隊
ぐ
ら
い
来

る
。
ロ
ス
ケ
軍
曹
が
来
て
、
三
合
里
に
行
っ
て
く
れ
と
話

さ
れ
た
。

八
列
縦
隊
で
歩
き
出
し
ま
し
た
。
私
は
人
数
は
関
係
な

く
、
み
ん
な
無
事
で
あ
れ
ば
良
い
。
ロ
ス
ケ
兵
が
歩
き
な

が
ら
数
を
か
ぞ
え
る
の
で
す
が
で
き
な
い
。
軍
曹
が
私
の

所
に
来
て
問
い
ま
す
か
ら
、
数
え
て
や
っ
た
。
三
合
里
に

無
事
着
く
。

小
生
は
別
の
部
屋
に
一
人
入
れ
ら
れ
、
兵
隊
と
別
れ
ま

し
た
。
食
事
は
分
隊
か
ら
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
が
、

醤
油
ご
飯
で
し
た
。
醤
油
が
よ
く
あ
っ
た
も
の
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。
腹
が
痛
く
な
り
医
務
室
に
行
き
ま
し
た
。

帰
り
に
見
ま
す
と
中
隊
長
の
部
屋
の
前
を
通
り
、
中
隊
長

に
大
丈
夫
か
と
問
わ
れ
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
と
申
し
、
帰

っ
て
休
む
。
翌
日
医
務
室
に
行
き
、
帰
り
中
隊
長
が
待
っ

て
お
ら
れ
、
話
を
さ
れ
る
。
兵
隊
が
私
に
お
世
話
に
な
っ

た
か
ら
醤
油
ご
飯
を
炊
い
て
持
っ
て
行
っ
た
と
話
さ
れ
、

こ
こ
は
水
が
悪
い
か
ら
と
申
さ
れ
た
。
私
は
調
子
が
悪
か

っ
た
と
思
う
、
ま
た
有
り
難
い
と
思
う
が
、
腹
の
痛
み
止

ら
ぬ
。
診
断
は
ア
メ
ー
バ
赤
痢
と
さ
れ
、
直
ち
に
、
九
月

十
七
日
平
壌
陸
軍
病
院
に
入
院
、
十
月
十
七
日
三
合
里
出

発
、
夕
方
鮮
満
国
境
通
過
、
十
月
十
八
日
間
島
省
延
吉
県

延
吉
陸
軍
病
院
に
収
容
、
十
一
月
三
十
日
退
院
す
る
。

延
吉
収
容
所
に
収
容
、
第
二
大
隊
第
三
中
隊
一
班
に
入

る
。
私
は
指
揮
班
と
の
連
絡
係
で
各
分
隊
を
調
べ
る
と
、

兵
隊
以
外
に
開
拓
団
一
個
班
、
警
察
官
、
憲
兵
一
個
班
十

六
人
が
お
り
ま
し
た
。
夜
半
に
ロ
ス
ケ
兵
に
警
察
官
、
憲

兵
が
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
開
拓
団
の
方
も
日
を

替
え
て
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
当
時
、
収
容
所
に
は
八

個
大
隊
居
た
よ
う
で
し
た
。

一
日
の
食
事
は
高
粱
、
米
の
粥
が
飯
盒
に
五
分
の
一
。

一
日
朝
夕
二
回
、
四
時
に
は
黒
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム
、
配
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給
あ
る
と
き
も
あ
り
、
食
事
は
悪
い
。

午
前
中
、
弾
薬
貨
車
積
み
一
週
間
に
て
終
り
。
次
は
糧

秣
貨
車
積
み
一
週
間
ぐ
ら
い
で
終
る
。
午
後
、
毎
日
薪
取

り
。
丸
太
一
本
。
板
一
枚
か
つ
い
で
帰
る
の
が
精
い
っ
ぱ

い
、
体
力
が
み
ん
な
落
ち
て
い
く
。

二
十
一
年
正
月
に
な
っ
て
栄
養
失
調
に
て
亡
く
な
っ
て

い
く
友
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
日
午
前
、
午
後
一

回
薪
取
り
仕
事
で
す
。
雪
は
約
三
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
あ
り
。

途
中
、
毎
日
の
こ
と
で
す
が
、
女
の
方
が
男
の
姿
に
、
髪

を
切
り
顔
に
は
墨
を
ぬ
り
、
蓋
に
餅
を
入
れ
て
売
り
に
来

ら
れ
る
。
私
達
は
八
列
縦
隊
で
す
か
ら
列
の
途
中
か
ら
入

れ
て
、
な
く
な
れ
ば
隊
を
家
の
あ
る
所
に
て
、
横
に
寄
せ

て
送
り
出
す
。
こ
れ
は
毎
日
の
よ
う
に
代
わ
る
代
わ
る
来

ら
れ
る
。
聞
い
て
み
ま
す
と
、
主
人
の
帰
り
を
待
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
、
な
ん
と
も
返
事
の
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
子
供
の
あ
る
方
は
支
那
人
の
家
に
助
け
を
求
め
て
駆

け
込
ん
だ
方
が
沢
山
お
ら
れ
た
。

時
々
行
き
帰
り
の
雪
の
中
、
ロ
ス
ケ
兵
が
強
姦
す
る
の

を
見
ま
す
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
み
ん
な
下
を
見

て
黙
々
と
歩
い
て
い
る
。

私
が
支
那
の
第
一
線
で
戦
い
、
部
落
占
領
し
た
と
き
、

逃
げ
る
女
子
供
に
は
銃
を
向
け
ず
、
手
ま
ね
で
一
カ
所
に

集
め
る
。
み
ん
な
安
心
し
て
い
る
。
ロ
ス
ケ
兵
は
違
う
。

あ
と
で
シ
ベ
ン
コ
大
尉
に
聞
い
た
の
で
す
が
。
ソ
連
第

一
線
の
兵
士
は
囚
人
で
正
規
軍
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
月
末
ご
ろ
に
は
毎
日
亡
く
な
っ
て
い
く
。
あ
る
朝
、

私
が
指
揮
班
に
行
っ
て
お
る
と
呼
び
に
来
ま
し
た
。
早
速

帰
っ
て
み
ま
す
と
碁
を
打
っ
て
い
た
年
配
の
友
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
元
気
で
い
た
の
に
、
た
だ
手
を
合
わ

す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
朝
三
人
亡
く
な
り
、
戸
口
に

ロ
ス
ケ
兵
が
二
人
お
り
、
来
い
と
言
わ
れ
、
詰
め
所
に
連

れ
て
行
か
れ
た
。
別
の
ロ
ス
ケ
兵
が
二
人
来
て
、
私
た
ち

六
人
と
裏
の
墓
地
に
初
め
て
行
き
、
私
た
ち
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
墓
地
と
は
名
ば
か
り
に
て
こ
こ
は
地
下
一
メ

ー
ト
ル
以
上
凍
っ
て
お
り
ま
す
。
小
山
の
よ
う
に
長
く
長

く
連
な
っ
て
お
り
、
見
渡
す
限
り
何
列
も
あ
り
ま
す
。
ロ

ス
ケ
が
早
く
せ
よ
と
言
い
ま
す
。
私
が
見
て
い
る
の
で
、
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見
て
は
な
ら
ぬ
早
く
穴
を
掘
れ
と
言
う
。
六
十
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
掘
る
と
、
良
い
と
言
う
。
上
に
水
を
か
け
て
皆
様
の

冥
福
を
祈
り
、
手
を
合
わ
せ
て
帰
り
ま
し
た
。

小
山
の
死
体
、
長
く
連
な
っ
て
お
り
、
見
渡
す
限
り
で

す
。
何
千
何
万
あ
る
の
か
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち

も
い
つ
行
く
か
分
か
ら
な
い
と
笑
っ
て
別
れ
ま
し
た
。
二

月
中
旬
ご
ろ
ま
で
続
き
、
死
者
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

三
月
に
は
十
一
個
大
隊
い
た
と
、
語
り
部
の
軍
曹
が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

私
達
の
前
は
糧
秣
倉
庫
で
し
た
。
あ
る
夜
九
時
ご
ろ
、

腹
が
空
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
倉
庫
に
入
ら
ん
と
し
て

銃
殺
さ
れ
た
人
も
お
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
一
日
行
事

は
午
前
午
後
の
薪
取
り
板
一
枚
。
丸
太
木
一
本
担
い
で
帰

る
の
で
す
が
、
体
力
が
落
ち
て
お
り
、
情
け
な
い
。

二
十
一
年
三
月
十
五
日
延
吉
出
発
ダ
モ
イ

行
軍
途
中
、
小
川
の
あ
る
所
に
て
夜
営
。
皆
さ
ん
、
そ

こ
こ
こ
に
て
野
草
を
炊
い
て
お
り
、
私
の
隣
の
分
隊
の
一

人
が
あ
え
ぎ
な
が
ら
倒
れ
ま
し
た
。
野
草
を
食
べ
た
の
で

す
。

二
十
一
年
三
月
二
十
日
ソ
満
国
境
通
過

二
十
一
年
三
月
二
十
四
日
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
奥
地
到
着

山
間
部
ラ
ー
ゲ
ル
は
出
来
て
お
り
ま
し
た
。
私
達
は
一

個
大
隊
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ロ
ス
ケ
兵
の
隊
長
は
コ

シ
ベ
ン
コ
大
尉
で
し
た
。
長
い
付
き
合
い
に
な
り
ま
し
た
。

炊
事
場
、
医
務
室
造
り
、
ロ
ス
ケ
女
医
さ
ん
の
身
体
検
査

と
言
う
こ
と
に
て
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
が
裸
に
な
っ
て

見
て
頂
く
。
シ
ラ
ミ
の
こ
と
に
注
意
し
て
お
ら
れ
た
。
伐

採
の
ノ
ル
マ
一
人
五
立
方
メ
ー
ト
ル
、
三
人
一
組
で
十
五

立
方
メ
ー
ト
ル
、
二
人
用
鋸
を
渡
さ
れ
、
山
に
入
り
ロ
ス

ケ
兵
よ
り
説
明
あ
る
。
み
ん
な
初
め
て
で
、
松
、
モ
ミ
の

木
、
元
口
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
木
で
、
私
達
は
見
た
事
も

な
い
よ
う
な
大
き
な
木
で
、
ノ
ル
マ
が
出
来
る
な
と
思
っ

た
が
出
来
な
い
。
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
し
た
。
二
、
三
日

の
食
事
は
飯
盒
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
三
日
目
か

ら
ノ
ル
マ
も
少
な
く
、
班
で
二
人
は
野
草
取
り
、
食
べ
ら

れ
る
物
は
何
で
も
持
っ
て
帰
る
。

あ
る
と
き
、
中
隊
長
コ
シ
ベ
ン
コ
大
尉
が
私
の
所
に
来

ら
れ
、
日
曜
日
ご
と
に
、
一
般
ロ
シ
ア
人
の
家
を
造
っ
て
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く
れ
と
言
わ
れ
た
。

初
め
は
中
隊
長
ジ
ー
プ
に
て
大
工
二
人
と
私
、
三
人
を

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
丸
太
造
り
の
話
を
聞
き
、
簡
単
な

図
面
を
書
い
て
あ
げ
た
。
一
般
の
ロ
シ
ア
人
の
方
は
好
意

的
で
親
し
み
が
増
し
、
主
人
夫
婦
と
娘
さ
ん
二
人
で
し
た
。

ま
た
こ
こ
か
ら
は
海
が
近
い
の
で
し
ょ
う
か
、
日
本
人
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
捕
虜
が
十
四
人
ぐ
ら
い
で
漁
師
を
し
て
暮
ら

し
て
お
ら
れ
て
二
週
間
ぐ
ら
い
前
に
異
動
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
こ
の
方
達
は
み
ん
な
戦
死
と
し
て
扱
い
永
久
に
帰
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
。

八
月
初
め
ご
ろ
と
思
う
、
夕
方
五
時
ご
ろ
帰
り
、
支
度

し
て
い
る
と
き
少
佐
が
来
て
、
電
柱
に
す
る
十
二
メ
ー
ト

ル
の
木
を
班
で
一
本
ず
つ
切
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ
る
。
こ

こ
は
時
間
外
は
仕
事
す
る
な
と
言
う
こ
と
で
し
た
が
、
頼

ま
れ
て
皆
ん
な
仕
方
な
く
我
が
班
は
病
気
休
み
に
て
、
七

人
し
か
お
ら
ぬ
、
倒
し
て
担
ぐ
事
が
出
来
る
か
と
思
い
、

私
の
思
う
所
に
倒
し
て
末
口
三
人
、
元
口
四
人
、
私
が
後

か
ら
三
人
目
に
て
担
ぎ
、
道
路
ま
で
五
メ
ー
ト
ル
し
か
な

い
の
に
、
末
口
三
人
担
ぎ
内
一
人
肩
か
ら
落
す
。
み
ん
な

落
し
、
私
が
が
ん
ば
っ
た
か
ら
腰
を
痛
め
立
て
な
い
。
少

佐
道
端
に
て
見
て
お
り
、
直
ぐ
来
た
。
抱
い
て
医
務
室
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
週
間
ぐ
ら
い
立
て
な
い
。

箸
が
持
て
な
い
。
幸
に
島
根
県
温
泉
津
の
衛
生
兵
が
お
ら

れ
、
約
三
カ
月
休
み
、
お
蔭
で
仕
事
に
出
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

森
林
鉄
道
を
敷
設
す
る
仕
事
に
替
り
ま
し
た
。

線
路
を
敷
い
た
り
橋
を
造
っ
た
り
す
る
の
で
、
ノ
ル
マ

は
一
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い

に
な
り
、
ハ
ラ
シ
ョ
ー
、
ラ
ボ
タ
ー
に
な
り
、
ま
た
あ
る

と
き
、
中
隊
長
が
私
を
呼
ん
で
、
ジ
ー
プ
に
乗
っ
て
奥
地

に
行
く
、
見
渡
す
限
り
原
野
で
し
た
。
ロ
ス
ケ
将
校
五
人

が
来
て
お
り
、
日
本
人
は
私
一
人
で
し
た
。
中
隊
長
、
目

で
誰
に
も
言
う
な
と
合
図
さ
れ
た
と
思
う
。
こ
の
仕
事
を

長
く
し
て
お
り
ま
し
た
。

流
行
作
曲
家
の
吉
田
正
さ
ん
が
私
の
班
に
来
て
お
り
ま

し
た
。

二
十
三
年
六
月
三
十
日
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
劇
場
修
理
の
た

め
、
出
発
。
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七
月
一
日
朝
起
き
て
点
呼
取
ら
ん
と
す
る
も
腹
が
痛
く

起
き
ら
れ
ぬ
。
ロ
ス
ケ
少
佐
が
来
る
。
ど
う
し
た
と
聞
か

れ
た
の
で
腹
が
痛
む
と
い
う
と
、
上
段
で
寝
て
い
た
の
で

上
っ
て
来
て
、
大
き
な
声
に
て
兵
隊
を
呼
び
、
私
を
抱
き

下
し
て
自
分
で
背
負
っ
て
ラ
ー
ゲ
ル
を
出
て
材
木
を
積
ん

だ
自
動
車
を
呼
ん
で
材
木
の
上
に
毛
布
を
敷
い
て
寝
か
せ

て
駅
ま
で
出
て
、
丁
度
汽
車
が
来
て
お
り
、
私
を
背
負
っ

て
汽
車
に
乗
る
と
ロ
シ
ア
人
み
ん
な
、
ボ
ル
ノ
ニ
ダ
、
と

言
い
、
席
を
空
け
て
私
を
寝
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ル
チ
ヨ
ム
駅
へ
着
き
、
ま
た
病
院
に
。
ま
た
背
負
っ

て
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

二
十
三
年
七
月
一
日
ア
ル
チ
ヨ
ム
病
院
入
院
。
ソ
連
軍

医
、
日
本
人
軍
医
に
注
射
を
打
っ
て
頂
き
楽
に
な
る
。
日

本
人
軍
医
が
話
す
に
は
、
ソ
連
軍
医
が
手
術
を
し
た
が
っ

て
い
る
が
絶
対
し
て
は
な
ら
ぬ
。
慢
性
盲
腸
炎
と
の
こ
と
、

起
き
る
こ
と
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
で
帰
り
な
さ
い
、
と
申
さ

れ
、
分
隊
を
残
し
て
い
る
と
話
す
と
、
心
配
い
ら
ぬ
早
く

帰
り
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
。
日
本
に
帰
る
ま
で
船
の
中
も
、

寝
て
帰
り
な
さ
い
、
起
き
て
は
な
ら
ぬ
と
の
こ
と
。

二
十
三
年
九
月
八
日
高
砂
丸
に
て
ナ
ホ
ト
カ
港
出
港

二
十
三
年
九
月
十
二
日
舞
鶴
港
上
陸
、
私
は
抑
留
中
、

三
回
入
院
し
て
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

母
は
、
私
が
帰
る
ま
で
元
気
で
あ
っ
た
。
長
男
ゆ
え
に
、

家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

水
稲
を
や
り
、
県
職
員
の
福
島
勇
先
生
の
指
導
に
て
、

昭
和
三
十
六
年
よ
り
二
十
世
紀
梨
を
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培

し
た
。
家
内
が
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
亡
く
な
っ
た

の
で
、
規
模
を
小
さ
く
し
て
健
康
の
た
め
働
い
て
い
ま
す
。

平
成
十
年
十
月
二
十
五
日
ウ
ー
ス
ン
友
の
会
を
山
口
県

で
、
山
口
大
会
を
し
ま
し
た
。
私
と
同
じ
年
代
の
仲
居
さ

ん
の
話
で
は
自
分
は
奉
天
か
ら
帰
っ
た
が
、
汽
車
の
中
に

ロ
ス
ケ
兵
が
乗
り
込
ん
で
き
て
強
姦
し
た
そ
う
で
す
。
戦

争
は
二
度
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

生
年
月
日

大
正
七
年
十
二
月
二
十
三
日
生

現

住

所

島
根
県
江
津
市
嘉
久
志
町

軍
隊
の
略
歴

昭
和
十
四
年
十
二
月

徴
兵
検
査
で
甲
種

１８７



合
格

昭
和
十
五
年
八
月

島
根
県
浜
田
市
歩
兵

第
二
十
一
連
隊
二
大
隊
入
隊

昭
和
十
五
年
十
二
月

中
国
大
陸
に
渡
り

各
地
の
作
戦
に
参
加

昭
和
十
八
年
七
月

召
集
解
除

昭
和
二
十
年
八
月

臨
時
召
集
、
朝
鮮
羅

南
第
一
七
三
師
団
挺
進
大
隊
入
隊

昭
和
二
十
年
九
月

平
壌
陸
軍
病
院
に
入

院昭
和
二
十
年
十
一
月

延
吉
陸
軍
病
院
を

退
院

昭
和
二
十
一
年
三
月

ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
収

容
所
抑
留

昭
和
二
十
三
年
七
月

ア
ル
チ
ョ
ム
収
容

所
抑
留

昭
和
二
十
三
年
九
月

高
砂
丸
に
て
舞
鶴

港
上
陸
、
復
員

復
員
後
の
略
歴
並
現
在

昭
和
五
十
三
年
島
根
県
連
合
会
結
成
当
時
か
ら
江
津
市

支
部
長
と
し
て
会
員
七
十
八
人
の
統
轄
、
指
導
と
会
の
運

営
に
尽
力
さ
れ
、
会
員
中
最
高
齢
で
す
の
に
元
気
で
活
躍

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

昭
和
二
十
三
年
九
月
復
員
後
、
水
稲
主
体
の
農
業
に
従

事
。
昭
和
三
十
六
年
か
ら
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
果
樹
園

（
梨
・
ぶ
ど
う
他
）
を
経
営
、
こ
の
間
市
農
業
委
員
と
し

て
活
躍
、
農
水
大
臣
並
び
に
県
知
事
よ
り
功
績
を
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

十
三
年
前
に
奥
様
が
他
界
さ
れ
た
た
め
農
園
の
規
模
を

縮
小
し
ま
し
た
。

現
在
九
十
歳
で
す
が
最
近
聴
力
が
低
下
し
て
若
干
不
自

由
を
感
ず
る
が
、
他
に
は
悪
く
な
く
長
女
夫
婦
と
同
居
、

現
役
と
し
て
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

（
島
根
県

本
田

吉
則
）

１８８
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